
医療が “治すこと” に偏りがちな現状のなかで、「もっと “ケアする” ことも大切にしたい」という現場から

の声と願いを出発点に、2025年に発足した「ケアする病院ネットワーク」。

昨年2月に開催した第1回立ち上げ記念研究会に続き、2月3日（火）に第2回 研修会を開催します。

第2回研修会は、転倒・転落を「施設責任」に単純化せず、日頃の良いケアによる信頼関係や、患者さんとご

家族の理解（リテラシー）を高めることで、生活の中のリスクと向き合う視点を共有します。

さらに、道具や環境調整など「現場で再現できる工夫」を参加者間で共有し、相互学習につなげることを目

指します。

身体拘束ゼロの取り組みや当ネットワークに興味・関心のある方など、医療関係者のみならず、どなたでも

参加いただけます。この機会にぜひご参加ください。※写真は第1回立ち上げ記念研究会の様子。

※オンライン配信はありません

東京都 千代田区 一ツ橋２丁目６−２

参加費 円3,000

13:00

PROGRAM

開会のあいさつ
田中 志子（大誠会 内田病院理事長）

13:05 ー 13:50

基調講演「ケアするネットワークの目指すこと〜一年の歩み〜」
田中 志子（大誠会 内田病院理事長

14:00 ー 15:50

シンポジウム「ケアするってどういうこと？」
座長：山口 晴保 監事

精神科病院の心あるケアと転倒のジレンマ
川崎 洋介 理事

患者と家族の転倒・転落に関するリテラシー
富家 隆樹 理事

「生きる」を支える（起きる・食べる・動く・楽しむ）ケアと転倒
武久 敬洋（平成医療福祉グループ代表） 

ディスカッション
登壇者全員

15:40〜16:50

身体的拘束最小化の具体的な技術と心
座長：田中代表幹事

実践例：神代病院の取り組み
高田 由香 理事 

各理事からの具体的提言と討論
理事一同

16:50〜17:00
ケアする病院ネットワークの今後と会員へのお誘い
田中 志子 代表理事

17:00
総括・閉会
田中 志子 代表理事

https://peatix.com/event/4761774

お申し込みはこちらから

https://care-hospital.net/


